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一

人
類
は
窮
極
に
お
い

て
高
い
文
化
を
創
り
祖

す
こ
と
を
均
想
と
し
て

い
る
。
゜
ハ
↓
ヘ
カ
ル
の
パ

ン
セ
が
人
間
は
「
考
え
h

る
葦
」
で
あ
る
と
い
っ

て
い
る
の
は
人
間
の
文

化
創
起
の
意
欲
を
忍
意

味
す
る
と
解
さ
れ
ぬ
こ

と
も
な
い
。
さ
れ
ぼ
文

化
の
香
り
高
き
陶
を
創

五
日
日
映
演
労
紐
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
た
め
帝
劇
が
半
ぼ
で
休
場
の
や
む
な
き
に

至
っ
た
の
は
追
認
で
あ
っ
た
。
開
昭
和
二
十
二
平
度
の
藝
術
祭
は
九
月
か
ら

+
]
月
ま
で
の

i

l

}

箇
月
P

寮
京
都
四
に
鋼
行
を
狩
う
襲
能
人
、
図
休
に
そ
の
参

加
を
勧
奨
し
そ
の
企
回
を
襲
術
祭
執
行
委
負
会
（
学
謡
筵
騎
平
賛
興
行
会
辻
代

表
者
二
十
名
を
忍
っ
て
組
緑
）
で
審
霰
し
逹
当
な
恋
の
を
襲
術
祭
参
加
種
目
と

し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
結
果
、
餘
槃
（
一
)
¥
能
祭
（
こ
憎
歌
舞
使
（
四
）
、
現

代
劇
(
}
)
'
洋
槃

(
-
0
)、
バ
レ

l
（一
V
¥

オ
ペ
ラ
(
]
)
、
郵
槃
(
]
)
の
参
加

が
あ
り
≫
こ
の
中
優
秀
な
も
の
に
文
部
大
臣
裳
か
摺
屎
さ
れ
た
。
園
休
で
は
大

阪
文
業
座
と
新
生
新
派
、
伺
人
と
し
て
は
伊
墜
喜
罰
‘
中
村
吉
右
術
門
、
尾
上

菊
五
郎
、
尾
上
梅
幸
、
中
村
芝
極
ぶ
文
川
加
諮
子
、
四
家
文
子
の
諸
氏
で
あ
る
。

昭
和
二
十
三
年
度
の
語
術
祭
は
前
年
度
と
同
様
の
方
法
を
忍
っ
て
狩
わ
れ
た

が
新
た
に
映
国
と
放
送
の
部
門
の
参
加
を
繹
、
磐
術
祭
の
門
戸
を
廣
く
し
た
。

讐
言
能
梨
田
人
形
浄
る
り
日
歌
舞
使
曰
創
作
詞
訳
闊
日
バ
レ
ー
日
邦
舞
田
洋

舞
口
邦
梨
因
映
回
因
放
送
曰
の
参
加
の
う
ち
P

閲
体
賞
に
映
両
『
蜂
の
菓
の
子

供
逹
』
を
設
作
し
た
濡
水
映
阿
砒
¥
同
じ
く
映
回
「
王
将
」
を
製
作
し
た
大
映

株
式
会
祉
尺
個
人
と
し
て
は
先
代
松
本
幸
四
郎
沿
茂
山
千
作
f

膝
間
政
桐
、

加
蘇
道
子
二
高
崎
賽
昇
の
詰
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
大
臣
賃
が
附
ら
れ
た
。

こ
の
三
年
間
の
藝
術
祭
に
対
し
て
匪
論
は
讐
舎
阿
諭
に
分
れ
た
。
悲
観
論
の

主
な
恋
の
と
し
て
は
，
前
に
の
べ
た
よ
う
に
慇
術
祭
に
予
算
の
裏
付
が
な
い
こ

と
と
，
入
揚
料
に
対
す
る
高
率
の
課
尻
と
が
あ
け
ら
れ
た
。
批
界
に
類
例
の
な

い
十
五
割
と
い

5
蘭
墾
虎
は
聡
術
祭
参
加
の
興
行
に
忍
課
せ
ら
れ
た
の
で
、
文

部
省
は
こ
れ
が
絨
免
を
財
務
当
局
に
交
渉
し
た
が
~
諜
尻
の
例
外
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
う
し
た
経
済
的
苦
難
の
う
ち
に
対
藝
術
再
鈍
の

意
欲
に
燃
え
る
藝
能
人
の
積
極
的
な
摘
力
は
三
年
の
秋
を
い
ろ
ど
る
何
物
｀
か
が

り
伍
す
こ
と
は
終
戦
後
に
お
け
る
わ
が
國
の
新
し
い
目
標
と
、
も
な
っ
た
。

ど
も
当
時
の
祉
会
情
勢
は
~
闊
民
は
生
活
に
追
わ
れ
、
低
俗
な
誤
羮
に

求
め
る
有
院
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
同
家
は
國
民
を
高
い
藝
術
に
導

＜
賢
翁
を
有
す
る
と
い
え
る
。
こ
こ
に
臨
蓋
祭
は
発
足
し
た
。
藝
術
祭
予
算
は

闊
民
の
経
清
生
活
安
定
を
口
笑
に
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
：
文
部
省
は
予

算
の
な
い
こ
と
を
口
実
に
し
て
責
諮
を
逃
れ
る
こ
と
な
く
敢
然
と
し
て
こ
れ
が

実
行
に
つ
き
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
予
算
な
き
ゆ
え
を
も
っ
て
藝
術
祭
と
非
離
す

ヽ
．
る
人
に
対
し
て
ほ
私
は
な
に
ゆ
え
そ
の
前
に
こ
の
文
部
省
の
意
氣
を
牡
と
し
な

い
の
か
と
反
間
し
た
い
と
さ
え
思
う
。
し
か
ら
ず
し
て
何
の
「
文
化
闘
家
」
で

あ
ろ
う
か
。
臨
術
祭
は
後
段
で
述
べ
る
よ
う
に
、
演
鯛
、
映
回
'
舞
踊
ヽ
音
棄

な
ど
廣
汎
な
内
容
を
持
っ
て
い
る
点
で
は
他
に
あ
ま
り
例
が
な
い
の
で
は
あ
る

ま
い
か
°
ヂ
ェ
ー
ア
の
映
回
コ
〉
こ
ク
ー
ル
は
泄
界
か
ら
参
加
者
が
集
る
け
れ
ど

忍
映
酉
に
限
ら
れ
て
い
る
。
バ
イ
ロ
イ
ト
f

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ザ
ル
ジ
プ
ル
グ
、

ボ
／
，
こ
な
ど
ド
イ
ッ
各
地
に
讐
れ
て
来
た
晋
槃
祭
も
ま
た
菩
業
に
限
ら
れ

て
い
る
。
藝
術
祭
は
文
学
美
術
を
除
い
た
翌
術
全
般
に
わ
た
り
昭
和
二
十
一
年

誓
文
部
省
の
藝
術
祭
筑
行
委
鎮
会
で
企
劉
さ
れ
実
行
さ
れ
て
今
H
に
至
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
。

こ
の
藝
術
祭
を
證
明
す
る
に
あ
た
っ
て
順
序
と
し
て
毎
年
の
蒜
術
祭
の
素
描

を

え

が

く

こ

と

に

す

る

。

．

第
二
言
術
祭
は
昭
雪
十
一
年
九
月
五
日
か
ら
十
月
末
に
か
芳
て
稟
京
劇

揚
、
帝
嗣
劇
湯
の
阿
舞
台
で
開
催
芯
れ
た
。
東
劇
は
菊
五
郎
、
先
代
幸
四
郎
、

三
津
五
郎
合
同
大
歌
舞
使
〔
九
月
）
に
>
吉
右
岱
門
、
猿
之
閏
合
同
大
歌
舞
伎
(
+

月
）
と
ら
っ
ば
ら
古
典
物
を
上
聰
帝
劇
は
贔
訳
腱
歌
劇
、
洋
槃
¥
洋
聟
、

邦
塁
邦
舞
を
酌
し
、
詞
岩
対
象
の
妙
を
忍
っ
て
し
た
。
た
だ
十
月
十

あ
っ
た
こ
と
は
決
し
て
否
定
で
き
な
い
。
一
方
こ
う
し
た
中
に
一
般
の
婆
術
的

闘
心
は
徐
々
に
蘭
ま
り
沿
片
山
的
閣
時
代
に
醐
立
劇
楊
設
立
の
氣
蓮
が
官
民
か

ら
興
り
ま
た
入
場
税
の
高
亭
に
対
す
る
減
税
の
運
動
が
激
し
く
展
開
さ
れ
る
に

至
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
一
一
面
に
わ
た
っ
た
藝
術
祭
へ
の
反
省
と
同
時
に
第

四
、
第
五
の
藝
術
祭
へ
の
意
欲
を
促
が
す
に
十
分
な
も
の
が
あ
っ
た
。

か
く
し
て
昭
和
二
十
四
年
度
第
四
回
の
藝
術
祭
を
迎
え
た
の
で
あ
る
が
、
ニ

ナ
四
年
度
は
当
初
か
ら
行
政
竪
躙
襖
構
改
草
な
ど
が
あ
っ
て
、
文
部
省
の
藝
術

謀
炉
新
局
長
、
課
長
の
下
に
そ
の
軌
道
を
滑
り
用
し
た
の
ほ
よ
う
や
く
夏
に
ス

っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
二
十
四
年
旋
の
麒
薔
祭
は
；
現
下
の
朕
勢
に
お
い
て
、

で
き
る
だ
け
の
改
善
を
施
し
て
、
よ
り
よ
き
も
の
と
す
る
こ
と
が
期
ぜ
ら
れ

た
。
そ
こ
で
じ
従
来
の
諮
術
祭
執
行
委
晨
の
他
に
廿
数
名
の
興
行
者
代
表
、
藝

術
人
及
び
批
許
家
を
新
に
招
致
し
て
昭
和
二
十
四
年
庶
藝
術
祭
に
関
す
る
忌
憚

の
な
い
意
見
の
駒
収
が
試
み
ら
れ
た
。
こ
の
懇
談
会
の
中
心
は
や
は
り
予
算
と

底
金
の
問
題
に
あ
っ
た
の
で
；
文
部
省
と
し
て
は
数
度
財
務
当
局
に
為
金
の
滅

免
に
つ
い
て
折
約
し
た
が
、
少
く
と
も
現
下
の
東
京
に
お
い
て
は
公
然
と
減
免

喜
榜
す
る
こ
と
は
不
可
詣
で
あ
る
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
の
で
、
他
の
方
面

で
で
き
得
る
限
り
藝
術
祭
の
改
菩
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
十
四
年
度
磐
術

祭
の
慕
を
開
く
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
見
、
会
期
を
十
月
十
五
日
か
ら
十
二
月

十
五
日
と
定
め
、
開
催
の
運
び
と
な
り
、
藝
術
祭
発
展
史
上
一
期
を
両
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

＝
 

昭
和
二
十
四
年
度
褻
術
祭
の
概
要
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
先
ず
第
四
同
藝
術

祭
執
行
要
項
を
紹
介
す
る
こ
と
と
ナ
る
。

昭
和
二
十
四
年
度
藝
術
祭
要
項

ー 4l-

し
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三
）
溶
ジ
ョ
叉
二
）

（
四
）
し
洋
鸞
五
）
、
洋
雙
二
）
沼
歌
鷹
ご
、
バ
ピ
ー
[

マ
(

i

)

、
邦
塗
（
二
）
，
洋
隻
二
）
と
な

映
襲
ぶ
詈
及
ぞ
放
送
の
＝
i

／
ヂ
オ
ド
ラ

と
く
に
能
業
~
邦
業
，
邦
舞
な

っ
て
い
る
。
昨
年
度
は
古
典
虚
熊
の
な
か
で
b

た
が
、
本
年
度
は
そ
れ
ら
の
部
門
の
中

ど
の
部
門
に
お
い
て
参
加
者
が
多
か
っ

忍
の
が
参
加
す
る
と
い
う
傾
向
が
生
ず
ぎ
方
、

で
は
、
質
的
に
霰
湛
さ
れ
た

づ
1
4
4
4
吋̀

バ
レ
ー
等
の
部
門
に
お
い
て
参
加
が
癖
凰
々
と
予
へ
；

洋
饗
洋
聟
、
オ
ペ
ラ
f

る
と
い
う
蜆
象
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
良
心
的
な
企
固
に
よ
る
シ
ョ
？
，
が
二
つ
参

＼
う
よ
う
な
新
生
阿
を
開
い

加
し
て
、
大
衆
的
な
藝
能
が
藝
術
鋲
に
加
わ
る
と
、

た
。
演
劇
、
映
回
、
放
送
の
分
野
は
昨
年
度
に
忍
ま
し
た
活
況
髯
胃
だ
が
、

と
く
に
当
亭
者
逹
の
作
品
本
位
の
考
え
方
が
は
っ

こ
れ
ら
の
参
加
に
当
っ
て
f

き
り
示
さ
れ
た
事
は
心
珈
い
限
り
で
あ
っ
た
。

弓

受

賞

者

畠

暑

斎
良
は
大
臣
賞
を
従
来
姐
り
最
忍
優
秀
な
る
者
に
賠
呈
す
る
ほ
か
：
今
後

J
f
々
に
応
奨
励
の
意
味
で
授
賞
す
る
よ
う
に
し
た
。
す
な

大
い
に
期
待
で
き
る
＼

た
が
二
拿
度
か
ら
大
臣
奨
励
賞
を
新

素
従
来
は
大
臣
賞
あ
る
の
み
で
あ
っ

設
し
た
。
こ
の
新
し
い
方
針
は
各
分
野
の
参
加
者
は
も
と
よ
り
有
詭
者
の
間
に

カ
ら
積
栢
的
な
協
力
を
受
け
る
氣
這

喜
ば
れ
，
今
年
の
蒻
術
発
が
藝
能
界
魯
賛

贔
成
し
た
よ
う
に
屈
わ
れ
る
。
さ
て
大
臣
賞
の
選
考
と
決
定
に
つ
い
て
は
十

二
月
十
五
日
を
放
っ
て
藝
術
祭
か
終
了
す
る
や
、
急
璽
委
鎚
は
自
巳
の
鑓
賞

の
及
び
そ
の
塁
由
を
付
し
て
淮
認
し
；

し
た
演
目
中
、
迦
奨
の
候
補
と
な
る
忍

こ
れ
を
参
考
蓑
料
と
し
て
受
賞
者
を
椀
討
す
る
委
最
会
か
十
二
月
十
二
日
上
野

こ
の
委
烏
会
は
総
会
及
び
各
蓼
能
部
門
別
の
部

國
立
博
物
館
で
閲
催
さ
れ
た
。

そ
の
間
に
お
い
て
大

会
を
心
尺
数
時
間
の
論
議
の
末
受
賞
者
を
決
定
し
た
。

臣
奨
励
賞
は
大
臣
堂
の
第
地
に
ほ
と
を
と
肉
逍
し
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
ご

幸

詳

光

誓
宝
株
式
会
祉

文
部
大
臣
奨
励
堂

-1i l月
＝
l
-
越
劇
坦
公
演
歌
舞
伎
「
生
玉
心

市
川
海
老
識
と
大
谷
友
右
衛
門

1

「

i

/

中
」
お
さ
が
嘉
平
次
の
役

+
]
月
＝

i

]

日
Z
E
-
K
放
送
長
唄
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訟

本

幸

四

郎

主
旨昭

和
i

一
年
秋
以
来

b

の
積
栖
的
な
滋
力
を
得
て
、

を
開
催
し
て
来
た
が
、
今
秋
ヽ
恥
例
年
の
よ
う
に
，
昭
和
二
十
四
年
度
藝
術
祭

を
開
催
し
、
わ
が
く
に
の
邸
術
の
精
華
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
、
惑
術
各
界
の
水

準
を
高
め
る
と
と
忍
に
、
わ
が
必
術
文
化
を
ひ
ろ
く
一
殷
に
浸
透
さ
せ
明
矧

な
る
胴
民
生
活
の
障
立
に
寄
良
し
よ
う
と
す
る
。

哭
施
方
針

一
、
各
方
面
の
襲
術
悶
邑
翌
宕
干
名
を
も
っ
て
疇
術
祭
醤
告

し
，
笑
施
芦
巳
回
の
樹
立
と
迎
営
と
に
あ
た
ら
せ
る
。

こ
の
磯
関
に
は
会
長
、
参
典

b

委
員
長
、
及
び
常
任
委
晨
を
お
く
。

i
-
、
臨
裔
祭
執
行
搬
関
は
文
部
省
祉
会
敦
育
局
藝
術
謬
四
に
お
く
。

三
、
藝
術
祭
は
昭
和
二
十
四
年
十
月
十
互
日
よ
り
十
二
月
干
五
日
に
至
る
ニ

ヶ
月
閻
、
東
京
都
丙
劇
場
、
ホ
ー
ル
、
文
化
館
、
そ
の
仙
に
お
い
て
笑
流

す
る
。

四
、
藝
術
祭
の
参
加
は
、
前
記
凱
間
に
お
い
て
B

興
告
を
行
う
邸
能
入

9

、
園

体
よ
り
、
参
加
希
望
者
を
募
り
、
そ
の
企
固
を
臨
術
祭
執
行
楓
関
で
轡
瞬

し
て
逹
当
な
る
忍
の
を
参
加
さ
せ
る
。

互
、
臨
術
祭
に
参
加
し
た
も
の
の
う
ち
、
襲
能
這
斃
委
員
の
審
査
に
よ
り
最

も
優
秀
な
応
の
、
ま
た
は
そ
の
将
来
を
期
待
さ
れ
る
応
の
に
対
し
て
は
文

部
大
臣
裳
を
授
興
す
る
。

六
、
本
藝
術
祭
を
左
の
部
門
に
わ
た
っ
て
笑
厖
す
る
。

曰
舞
崇
⇔
能
渠
伺
人
形
淫
る
り
詞
演
劇

□欧
舞
使
劇

い

麟

駅

劇

国

歌

劇

因

舞

踊

い

郭

舞

回

洋

舞

但

音

梨

向
洋
柴
仰
映
一
回
伽
放
送

関
を
組
織

回
新
劇

い
郷
架

こ
の
草
蜃
を
餞
明
ず
る
に
は
溶
こ
の
翌
項
を
瞼
討
し

A

「
従
来
の
襲
術
祭
を
反

省
し
て
改
革
し
た
点
」
あ
る
い
は
一
従
来
見
ら
れ
な
か

5
"

た
現
象
」
あ
る
い
は
「
新

た
に
試
み
ら
れ
た
方
法
」
な
ど
、
本
年
藝
術
祭
の
い
わ
は
特
色
と
い
っ
た
よ
う

な
も
の
を
五
項
目
に
ま
と
め
て
述
べ
た
方
が
理
屏
し
や
す
い
と
思
う
。

一
璽
喜
璽
猛
屑
摸
売
喜
委
員
会
）
の
植
成

昨
竿
度
ま
で
ほ
藝
術
祭
執
行
委
員
の
数
は
二
十
宜
名
に
ず
ぎ
ず

b

そ
れ
が
同

時
に
大
臣
賞
這
奨
委
員
の
役
割
を
果
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
本
年
度
は
執
行

委
員
の
他
に
更
に
藝
能
部
門
の
祖
咸
あ
ぢ
批
評
家
を
中
心
に
就
行
委
員
中
の
学

醗
者
、
瞬
術
家
の
諸
氏
を
加
え
て
選
奨
委
員
三
十
七
名
を
別
に
餃
け
還
奨
の
公

正
を
期
す
る
よ
う
に
し
た
。
還
羹
委
貴
の
蛉
を
錦
門
別
に
あ
げ
て
み
る
と

迅
り
で
あ
あ
る
。

斌
関
五
名
、
映
回
七
名
、
洋
梨
六
名
、
邦
業
＝
―
ダ
門
洋
鐸
及
び
邦

聟

六

名
P

位
知
渠
及
び
罪
槃
七
名
浴
放
送
―
―
}
名

選
奨
委
最
は
少
く
と
志
自
巴
の
亭
門
に
属
す
る
訊
目
は
期
間
中
こ
れ
を
鑽
賞

審
査
す
る
資
務
が
あ
る
か
ら
沿
こ
れ
が
人
選
は
慣
鷲
を
期
ず
る
と
と
ぶ
に
こ
れ

を
壻
負
し
て
、
次
に
執
行
委
負
は
、
本
年
は
溶
会
長
、
参
呉
の
制
を
新
た
に
骰

門
文
部
大
臣
を
会
長
と
し
、
他
に
衆
参
同
議
院
の
交
部
常
任
委
員
会
の
委
員

長
及
ひ
委
晨

f

｛
号
阿
騎
長
官
、
東
京
菩
知
亭
及
び
各
臭
行
会
証
、
映
回
会
罷
の

最
高
賣
任
者
誌
氏
を
参
呉
と
し
，
ま
た
興
行
合
鰐
甕
虚
闘
保
部
門
代
表
寺
及

び
学
騎
者
諸
氏
を
も
っ
て
執
行
委
墨
―
―
十
四
名
の
増
加
を
見
る
に
至
っ
た
。

二
、
参
加
祖
目

烹
翌
罠
の
藝
飼
祭
参
加
公
演
は
十
―
―
一
部
門
、
六
十
回
公
演
に
及
ん
で
い
る
が

そ
の
丙
訳
を
あ
げ
る
と
f

嘔
聾
委
[
-
)
、
能
業
こ
―
-
)
3

人
形
滓
る
り
（
三
）
、
演
劇

の
う
ち
歌
舞
伎
（
四
）
、
現
代
網
(
-
[
)
、
麟
駅
劇
こ
）
、
郷
築
こ
四
）

b

邦
鏡

九

し
、
ぅ
風
に
各
委
員
の

＜
謡
盗
塁
に
耀
笑
に
大
臣
賞
芳
賞
者
た
り
露
る
心
の
と
畜

そ
の
た
め
こ
の
奨
励
賞
に
つ
岱
く
有
力
な
新
進
に
対
し

窓
見
の

l

璽
え
た
。

し
う
意
見
か
委
員
の
中
か
ら
出
て
具
体

て
忍
適
当
な
表
彰
方
法
を
考
慮
せ
よ
と
し

的
に
そ
の
終
誓
喜
ぷ
け
て
翌
晒
睾
が
狩
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
切

は
喜
喜
醤
保
し
て
椅
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
浴
十
酋
賞
及
び
大
臣
奨
励
賞
の
受
賞
者
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

文
部
大
臣
賞
’

田

村

秋

子

十
月
＝
＝
｝
越
劇
場
公
演
文
学
座
「
ご
ら
貯
金
」
の
マ

マ
の
役

へi
.

,
エ
]
月
璽
恐
劇
場
公
演
歌
舞
伎
「
積
恋
雪
関
犀
」
の

関
守
関
兵
術
の
役

十
二
月
三
越
劇
場
公
演
大
阪
文
冒
属
躍
先
代
萩
」

政
岡
の
役

十
月
帝
闊
劇
場
公
演
大
阪
文
架
座
「
芦
屋
道
濤
大
内

鑑
」
の
璽
宍

+
。
]
月
l

1

日
日
庇
公
会
堂
公
演
小
牧
f

ハ
レ
）
，
園
一
受

雛
」
の
構
成
演
出

十
月
二
十
日
染
井
能
晨
墨
瑣
能
五
口
」
の

十
月
興
業
の
映
固
「
野
良
犬
」
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釣
口
る
，
り
子

石

田

栞

十
二
月
八
日
毎
日
主
＇
＇
を
公
演
日
本
歌
蘭
袖
唱
'

十
一
月
二
十
八
日
読
喪
ホ
ー
ル
公
試
ソ
プ
ラ
'
‘
’
独
~

mal 
n勺十

一
月
＝
―
-
日
放
送
放
浚
劇
「
流
＇
不
，
一

日
本
放
送
協
会

四

、

学

生

及

び

一

硲

翠
畜
祭
を
廣
く
学
生
‘
]
般
勤
労
者
に
観
賞
の
詞
会
を
あ
た
え
る
よ
う
に
本

年
度
は
昨
年
度
よ
り
も
積
極
的
に
各
部
門
に
駁
く
学
生
一
般
貼
労
布
の
飼
賃
鵡

引
を
行
っ
た
。
こ
の
為
藝
術
諜
に
於
い
て
希
溢
者
に
証
明
害
を
発
行
し
そ
れ
に

よ
り
各
闘
場
に
お
い
て
二
割
か
ら
荘
間
の
捐
引
切
符
を
徳
ら
，
廷
る
よ
う
に
し
た

が
、
こ
の
利
用
者
は
非
常
に
多
く
こ
の
腐
の
痘
客
勤
鎚
勢
は
一
一
手
名
を
下
ら
な

い
と
愁
像
さ
れ
る
。
こ
れ
が
た
め
の
宣
偉
に
は
ポ
ス
ク
ー
、
チ
ラ
シ
を
各
学
狡

檄
均
に
配
布
し
た
外
，
都
内
薙
縣
各
大
学
毒
務
関
係
代
表
者
及
ひ
学
生
を
文
部

省
に
招
致
し
て
そ
の
方
怯
を
脇
穀
し
た
。
仁
の
割
引
に
よ
り
平
素
鍔
賞
の
談
会

を
持
た
な
か
っ
・
た
人
々
が
藝
術
祭
を
観
会
と
し
て
こ
れ
に
捺
ず
る
こ
と
と
な
り

箋
術
の
普
及
に
寄
奥
す
る
と
こ
ろ
が
少
く
な
か
っ
梵
わ
け
で
あ
る
:
殊
に
罪
桑

は
宮
四
鯰
の
好
冠
に
よ
り
約
二
千
名
の
学
生
を
禁
料
臼
致
し
て
虻
業
の
説
防
と

奥
咋
訊
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

弓

藝

術

祭

終

了

式

典

、

従
来
翡
術
祭
は
所
定
の
期
間
の
終
了
と
と
も
に
自
怠
に
終
了
し

b

ま
た
大
臣

質
の
投
賞
式
は
年
を
越
え
て
か
ら
文
部
省
の
大
臣
室
で
的
阻
に
特
わ
れ
て
点
ふ
た

の
で
あ
る
が
、
二
十
四
年
度
は
三
畜
祭
を
、
よ
り
閥
民
の
特
近
か
な
忍
の
と

＼
襲
術
の
高
場
を
に
か
る
目
的
か
ら
、
街
頭
に
進
祖
し
稟
京
醐
場
で
顎
料
公

開
に
よ
り
蒻
面
祭
終
了
式
典
を
挙
行
し
た
。
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日

午
稜
一
時
半
、
蓉
術
課
景
の
司
会
で
f

四
崎
砒
会
紋
育
厨
長
の
開
会
の
酔
に
始

と
期
し
て
い
る
。
こ
こ
に
二
ご
の
間
因
は
b

哀
術
繁
を
心
っ
と
全
汽
的
の
ぶ
の

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
閂
題
で
あ
る
。
朝
日
新
聞
は
そ
の
祉
詞

巧
緊
術
祭
が
東
京
で
ば
か
り
｛
行
わ
れ
t

地
方
人
が
こ
れ
に
呉
り
得
ぬ
こ
と
を

非
難
し
泊
歪
閲
で
地
方
ュ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
、
そ
の
優
秀
な
ぶ
の
冴
瞑
京
で
再

誼
す
る
方
法
を
提
附
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
方
怯
ぱ
大
衆
罪
術
の
み
に
つ
い
て

可
能
な
の
で
あ
二
＼
必
す
し
も
当
を
得
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
襲
貿
新
開
応

こ
れ
を
焼
告
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
従
来
行
っ
て
末
た
塞
術
祭
で
あ
っ
て
忍
地

方
人
が
笑
力
さ
え
あ
れ
ば
参
加
で
、
き
る
の
で
あ
る
巧
私
は
従
来
よ
り
忍
冷
っ

と
藝
術
祭
を
多
く
の
人
に
観
質
し
て
忍
ら
う
た
め
に
¥
従
来
の
こ
と
く
東
京
｝

節
所
で
な
く
関
四
で
心
こ
れ
を
謂
催
｀
す
る
案
を
考
え
て
い
る
。
大
衆
藝
能
祭
は

ま
り
淳
高
読
文
部
大
臣
挨
拶
t

委
貝
長
高
橋
馘
二
郎
氏
の
経
過
報
告
が
あ
っ
た

後
に
≫
文
部
大
臣
賃
と
文
部
大
臣
奨
励
賞
の
賄
呈
が
あ
っ
た
。
従
来
は
賞
朕
と

と
忍
に
副
賞
と
し
て
賞
金
が
附
ら
れ
た
が
本
年
度
は
裳
金
の
代
り
に
賞
牌
が
贈

ら
れ
た
。
賞
牌
は
法
隆
寺
の
海
獣
萄
葡
箋
の
槙
襟
か
ら
考
案
さ
れ
た
も
の
で
ぅ

日
本
藝
術
院
会
長
海
野
湾
氏
指
尊
の
下
に
襲
術
大
学
が
詞
整
し
た
。
贈
裳
の
度

に
、
場
内
を
理
め
た
銅
衆
の
拍
手
と
各
新
闊
耽
の
カ
メ
ラ
の
閃
光
と
が
入
り
乱

れ
て
栄
あ
る
受
賞
に
ま
こ
と
に
ふ
き
わ
し
い
光
景
で
主
っ
た
。
授
賞
が
終
っ
て

大
臣
賞
受
賞
者
代
表
松
本
幸
四
郎
氏
の
認
辞
：
大
臣
奨
励
賞
受
賞
者
代
表
内
田

る
り
子
氏
の
閻
辞
が
あ
り
、
来
賓c
:
I
•
E

の
ジ
ャ
ズ
ソ
ン
氏
の
挨
拶
\
大

谷
竹
治
郎
氏
の
挨
拶
が
あ
っ
て
第
一
部
の
幕
を
下
ろ
し
た
。
第
二
部
は
各
受
賞

者
の
感
想
絞
が
あ
っ
た
の
ち
大
臣
賞
受
賞
映
国
「
野
良
犬
」
の
上
映
が
あ
り
、

五
時
半
盛
大
に
式
を
閉
ぢ
た
の
で
あ
っ
た
。

三

昭
和
二
十
五
平
誕
の
店
術
祭
は
、
前
述
の
ご
と
く
従
来
よ
り
も
躙
進
し
た
ニ

十
四
年
度
の
藝
術
祭
よ
り
忍
更
に
こ
れ
を
蚊
け
出
し
た
新
構
想
の
藝
術
祭
た
ら

し
め
る
べ
く
い
ろ
い
ろ
と
語
恕
を
練
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の

a
固
期
的
な
新
楕
想
の

樹
立
を
容
品
な
ら
し
め
る
た
め
に
P

今
日
す
で
に
f
l
i

つ
の
條
件
が
満
た
さ
れ

ん
と
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
第
一
は
予
算
で
あ
る
。
終
戦
政
す
で
に
五
箇
年
を
経

た
今
日
な
お
経
済
朕
勢
を
迎
由
と
し
て
藍
術
祭
を
予
算
な
し
で
行
う
こ
と
は
怠

慢
の
そ
し
り
を
免
｀
れ
ぬ
。
そ
れ
で
二
十
五
年
度
予
算
折
箇
に
は
全
力
を
あ
げ
パ

あ
た
っ
た
労
は
報
い
ら
れ
て
相
当
額
か
認
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
第
二
は

一
公
喜
が
二
十
翌
年
度
・
-
』
は
十
五
割
か
ら
少
く
ぶ
十
割
に
低
め
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
ま
た
二
十
五
年
罠
で
は
、
聾
術
祭
の
要
項
を
早
く
決
定
発
表
し
一
（
参
加

者
に
十
分
の
用
意
を
輿
え
良
心
的
種
目
を
忍
っ
て
参
加
で
ぎ
る
よ
う
に
し
た
い

令

い

に

聰

励

す

べ

き

こ

と

で

あ

る

乃

こ

れ

は

別

個

に

蒻

術
穿
は
あ
‘
く
ま
で
も
三
藝
性
の
高
い
優
秀
な
詰
術
を
一
般
大
衆
に
廣
く
鑑
賞

さ
せ
て
翌
術
の
普
及
と
高
愚
を
は
か
る
も
の
と
し
た
い
。
私
は
藝
術
祭
は
同
立

胴
湯
に
進
む
一
閏
梯
と
、
王
考
え
得
る
と
思
う
。
闘
立
劇
場
は
そ
の
國
の
優
秀
な

磨
術
を
保
存
し
更
に
こ
れ
を
高
揚
し

j

般
障
民
に
低
廉
に
こ
れ
を
鑑
賞
す
る
歳

会
を
爽
え
る
心
の
で
あ
る
。
翌
術
祭
は
款
季
の
み
L
)
開
か
れ
る
圏
立
劇
湯
な
の

で
あ
る
。
戦
敗
國
に
劣
ら
ぬ
屈
禍
に
苦
し
ん
で
い
る
英
闊
は
悶
立
閲
堤
と
闊
立

歌
劇
場
の
予
算
を
通
過
さ
せ
た
と
い
う
で
は
な
い
か
。
せ
め
て
東
洋
の
交
化
國

日
本
が
藝
術
祭
を
行
う
こ
と
を
大
方
の
人
士
の
嘉
し
た
ま
わ
ん
こ
と
を
。

こ
祉
会
数
育
局
醗
術
課
長
）
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